
　
　
成
23
年
度
決
算
は
、
国
に
提
出

　
　
し
た
財
政
健
全
化
計
画
策
定
後

の
３
年
目
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
事
務

事
業
の
見
直
し
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
効
率
化
、
行
政
コ
ス
ト
や
職
員

給
与
の
独
自
削
減
等
に
よ
る
人
件
費

の
縮
減
、
職
員
数
の
適
正
化
な
ど
内

部
管
理
経
費
の
歳
出
削
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

な
ど
に
よ
る
歳
入
の
確
保
を
図
り
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」
に

よ
り
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
公
債

費
（
借
金
の
返
済
額
）
を
適
正
に
管

理
し
な
が
ら
、
決
し
て
無
理
な
起
債

（
借
金
）
は
せ
ず
、
実
質
公
債
費
比

率
の
早
期
低
減
化
と
健
全
な
財
政
運

営
を
心
掛
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
平
成
23
年
度
の
町
の
家
計
簿
（
決

算
状
況
）
を
み
て
み
る
と
、
財
政
健

全
化
計
画
の
歳
入
確
保
や
歳
出
削
減

を
図
る
た
め
の
実
施
項
目
を
着
実
に

実
施
し
た
効
果
な
ど
に
よ
り
、
町
の

貯
金
で
あ
る
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

な
く
、
当
該
年
度
の
収
入
で
支
出
を

賄
う
こ
と
が
で
き
る
財
政
運
営
を
昨

年
度
に
続
き
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
は
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、
計
画
よ

り
も
１
年
早
く
財
政
健
全
化
団
体
か

ら
脱
却
す
る
な
ど
財
政
状
況
は
良
好

な
状
態
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、公
債
費
が
繰
上
償
還（
借

金
を
期
限
前
に
返
済
）
な
ど
に
よ
り

減
少
し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て

多
額
で
推
移
し
て
お
り
、
町
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◆
収
支
の
状
況

　
平
成
23
年
度
の
一
年
間
に
、
町
に

入
っ
た
お
金
（
歳
入
）
75
億
３
８
５

２
万
６
千
円
か
ら
、
使
っ
た
お
金（
歳

出
）
72
億
８
４
９
８
万
円
を
差
引
い

た
額
は
、
２
億
５
３
５
４
万
６
千
円

で
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
24
年
度

へ
の
繰
越
事
業
に
必
要
な
額
５
４
３

万
２
千
円
を
差
し
引
く
と
２
億
４
８

１
１
万
４
千
円
と
な
り
、
平
成
24
年

度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
決
算
額
減
少(

３
・
６
％
減)

の
主

な
要
因
は
、
議
員
定
数
の
削
減
や
退

職
者
一
部
不
補
充
に
よ
る
職
員
数
の

削
減
に
よ
る
人
件
費
、
公
債
費
の
減

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
地
方
交
付
税
は
、
41
億
５
８
５
８

万
９
千
円
で
５
５
８
８
万
１
千
円
の

減
（
前
年
度
比
１
・
３
％
の
減
）

　
市
町
村
に
生
じ
る
財
政
力
の
格
差

を
調
整
す
る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
の
が
地
方
交
付
税
で
す
。
歳
入

全
体
に
占
め
る
地
方
交
付
税
の
割
合

は
、
平
成
23
年
度
決
算
で
は
55
・
２

％
と
な
り
、
町
税
収
入
（
町
民
税
や

固
定
資
産
税
な
ど
）
の
15
・
５
％
を

大
き
く
上
回
り
、
町
に
と
っ
て
は
欠

か
せ
な
い
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
の

減
少
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
で
１
・

３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
を
は
じ
め
町
が
独
自
に
確
保

で
き
る
町
の
自
主
財
源
は
、
町
全
体

の
収
入
の
24
・
７
％
で
あ
り
、
残
り

の
財
源
を
国
や
道
か
ら
の
支
出
金
な

ど
が
占
め
、
依
存
財
源
の
割
合
が
75

・
３
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
町
債
（
町
の
借
金
）
残
高
は
、
１

１
６
億
６
５
５
３
万
１
千
円
で
10
億

３
３
０
５
万
３
千
円
の
減
（
前
年
度

比
８
・
１
％
の
減
）

　
平
成
23
年
度
の
決
算
で
は
、
町
債

の
借
入
額
は
３
億
９
４
７
８
万
円
で
、

前
年
度
比
で
４
７
３
３
万
８
千
円
減

少
し
ま
し
た
。
借
入
額
減
少
の
主
な

要
因
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
入

額
の
減
少
で
す
。
同
対
策
債
は
、
地

方
の
財
源
不
足
を
特
例
的
に
補
て
ん

す
る
た
め
に
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
地

方
債
で
、本
来
、地
方
交
付
税
と
し
て

国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る
べ
き
お
金

を
国
の
財
源
不
足
な
ど
に
よ
り
、
町

が
地
方
債
と
し
て
借
入
し
財
源
不
足

を
補
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
元

ま
ち
の
家
計
簿

ま
ち
の
家
計
簿

　
平
成
23
年
度
の
町
の
決
算
が
、
９
月
の
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

度
の
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成23年度
決算の概要

■
問
合
せ
　
税
務
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
74-

３
０
０
３

歳　　入
（入ったお金）

75億
3852万6千円

町税 11億6880万8千円(15.5％)

繰入金 424万9千円(0.1％)

諸収入
1億5548万2千円(2.1％)

繰越金
1億8669万4千円
(2.5％)

財産収入等
2398万5千円(0.3％)

地方交付税
41億5858万9千円(55.2％)

町債
3億9478万円
(5.2％)

その他 4315万7千円(0.6％)

国庫支出金
5億2762万7千円(7.0％)

道支出金
3億5167万4千円(4.7％)

地方消費税交付金
1億1795万8千円(1.6％)

地方譲与税 7977万円(1.１％)

使用料・手数料
2億8465万3千円
(3.8％)

分担金・負担金
4110万1千円
(0.5％)

自主財源
18億6497万1千円(24.7％)

依存財源
56億7355万5千円(75.3％)

歳　　入

〔
一 

般 

会 

計
〕

●
歳
入
決
算
額

75
億
３
８
５
２
万
６
千
円

（
対
前
年
度
　
２
・
７
％
減
）

●
歳
出
決
算
額

72
億
８
４
９
８
万
円

（
対
前
年
度
　
３
・
６
％
減
）


